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従
来
の
汚
泥
処
理
シ
ス
テ
ム

水処理施設で
発生する有機性
汚泥の含水率
85％まで濃縮・
脱水。消化、乾
燥処理される場
合もある。濃縮・
脱水汚泥は焼却
炉で燃焼。

• 脱水エネルギーが大

• 脱水時に凝集剤添加

• 汚泥の減容化が必要

• メタン発酵日数が長い

• 焼却時に燃料が必要

• 汚泥処理で発生する汚
水は返流

新
た
に
提
案
す
る
汚
泥
処
理
シ
ス
テ
ム

濃縮・消化汚泥
に水熱処理を行
い、汚泥の減容
化を行う。水熱
処理スラリーは
溶液と固体残渣
に分離し、溶液
は高速メタン発
酵を行い、固体
残渣はアンモニ
アの吸着材とし
て利用。

• 水熱処理により減容化

• 水熱処理による高い脱
水性能

• 高速メタン発酵処理が
可能（数日）

• 水熱処理残渣はアンモ
ニアの吸着材

• 補助燃料が必要ない

• 汚泥プロセスでの返流
はなし


